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ＪＲ産業に集う 
すべての仲間の 
ＪＲ連合への 
総結集を！！ 

2023年度 
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２０２４年２月１６日 日本鉄道労働組合連合会 

ＪＲ北労組は２月 10 日、かでる２・７において第 21 回中央委

員会を開催し、２０２４春季生活闘争方針をはじめとする当面の

活動方針を満場一致で決定した。ＪＲ連合からは、住吉一家労働

政策局長が参加した。 

昆弘美中央執行委員長（ＪＲ連合副会長）は、冒頭のあいさつ

で「ＪＲ北海道の経営課題」「組織課題の解決」「離職防止提言の

実現」「２０２４春季生活闘争」の４点について所信を表明し、「結

成 20年を迎えてさらなる飛躍を遂げなくてはならない」との決

意を示した。そして、「未来を展望して総団結を図り、確実な歩

みを進めて行こう」と呼びかけた。 

ＪＲ連合の住吉労働政策局長は、２０２４春季生活闘争を取り巻く情勢を紹介すると

ともに、単組の交渉を後押しするためにも 2024年問題などの政策課題の解決や価格転嫁

の推進に努める考えを示した。また、社会全体で取り引きの適正化を目指す「パートナー

シップ構築宣言」の取り組みにＪＲグループの中でＪＲ北海道だけが参加していないこ

とを疑問視し、「ＪＲ北労組が主導してこの取り組みに会社を参加させ、ＪＲ産業全体で

の取り引き適正化を果たしてほしい」と訴えた。 

 議事では、執行部から「ベースアップ１０，０００円」「一職場 10要求の取り組みで寄

せられた組合員からの要望」などを盛り込んだ２０２４春季生活闘争方針をはじめとす

る当面の活動方針（案）が提起された。続いて、４名の中央委員が発言に立ち、「春闘勝

利に向けた決意」「新採獲得に向けた動画活用の取り組み」「健康増進の取り組み」「会社

施策への対応」などの意見が出された。その後、執行部からの中間答弁、人見圭一書記長

による総括答弁を経て、全ての議案が満場一致で採択された。 

最後に、「働く仲間の連帯

を通じて健全なＪＲ産業の

発展を実現するため、解決

と前進に向けて総力を挙げ

て邁進する」とした委員会

宣言を採択し、昆委員長の

力強い団結ガンバロウで閉

会した。 

積極的な賃上げにより人財を確保するための 2024春季生活闘争方針を決定 

昆中央執行委員長 


